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仁巻頭〕 研究の酸い辛い
最近は大学以外の機関でも優れた研究が行なわれるよ
うになった事は喜ばしいが，医学部には今でも研究者が
多い。一人一人がどんな気持で研究と取組んでいるのか
知りたいと思う。かつては肩書き目的が主だったので，
是非はともあれ，長続きしない研究が多かった。しかし
途中で興味がでできて生涯研究を続けた人も少くない事
実は見逃せない。したがって，研究は何らかの方法で始
めは無理にでもやらせる事が必要で、あろう。最初は尻を
叩かれながらやらなければ一人で良い研究ができるはず
もないし，そこに指導者への依存性がある。親が始め尻
を叩いてピアノに向わせた，そして先生から指を叩かれ
た子供の中から名演奏家が生れる。
かつて「学会であの大学の研究グソレープを打ちのめし
てやりたいから頑張っているのだ」と述懐した人がい
る。闘争的な性格の人である事がわかったが，相手が無
くなったり，争う事が馬鹿らしくなった時点、で意欲が無
くならなければよい。研究の正しい心構えを身につける
ポテンシャノレを持っている人のように思う。もっと多く
の人は生活のために研究しているであろう。臨床は別と
して理学部系には主業務が研究である地位，職業が増え
ている。そのような所では研究業績が生活力，地位向上
に直結するので研究に対する impetusも強く，望まし
い環境ともいえる。しかし地位が上がった所で研究に興
味を失なう危険がある。
臨床家は研究面で軽蔑され勝ちである。基礎的訓練の
不足と客観性に乏しい事が理由のーである。少数例の経
験からドグマに陥り易い。そこに研究経験の必要性があ
る。患者の診療で必ず疑問が生じ，新しい事象に気づく
はずだが，それを解明しようという意欲が乏しければ研
究はできないし，良い臨床家にもなり得ない。臨床を教
えるためにも研究をやらねばならない。医学の最先端か
ら退いた教科書的な事を教えるだけでは学生に医学の先
端を示して刺激を与える事はできない。研究を離れた瞬
間に教育者は graduateの教育レベルから失落するほ
ど自然科学はきびしい領域である。研究を続けていれ
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ば，それがたとえ狭い領域であっても他領域の先端に触
れざるを得ず，医学の最前線がおぼろげながら分る。
研究というのは，ある段階に達すると興味がでてくる
ものである。データが出ると興奮して夜ねれなかった
り，明方眼がさめてつぎの計画で一睡もできないような
事がある。ある時急に悟りを開くようにそれまでの問題
に解答が与えられる事もある。いわば研究の醍醐味であ
る。しかし功をあせってはならない。以前の事だが， 
]GIに投稿した原稿がレフェリーの批判とともに送り
返されてきた事があった。不、満だったが，掲載されなく
てよかった。その後そのレフェリーに礼状を書きたいよ
うな研究の進展が起った。
このように研究は楽でない。だからこそ研究者は貴く
得難い。臨床領域では診療を楽しみ乍ら成績の出るよう
な研究もあるが，それから新しい事実を確立するために
はやはり苦しい一線を越えなければならない。研究は苦
しいだけに十分な報いがあるべきで，本人もそれを期待
する。かつて若い研究者が「夜遅くまでやったのだから
どんな形でも報酬をうけるのは当然だ」と言ったが，一
寸驚いた。研究の目的，内容はどうでもよいから，費し
た時間と労力に対して名誉と金が与えられるべきだとい
う論旨であった。研究に対する正しい報酬はそのような
ものではないであろう。同じように割切って学聞を把え
ている研究者が最近少くないように思う。一例は学会の
考え方で，研究の批判を求める場としてでなく，名を売
る手段と考えている人が少くない。しゃべりっ放しで，
原著として記録に残さない。発表意欲が足りずに研究が
オナニーに終ってしまうのと対眼的である。
日本の研究者はほんとに待遇が悪い。なんとかしても
らえないものかと思うが，しかしそれは，研究の途を選
んだ者が物質的な誘惑に負ける口実にはならない。臨床
はとくにそのような誘惑の強い所であるが，それによっ
て研究がゆがめられる事なく，真理の探究に純粋な意欲
を持ち続けたいものだ。
